
既存のフィールドバス

タンクゲージ

ゲージエミュレーション: 
タンクゲージ性能向上プロジェクト向けのコス
ト効率に優れたソリューション

最新型タンクゲージシステ
ムでは、同じバスシステム
内で機械式機器をレーダ
ー式機器へ置き換えるこ

とが可能になります。これ
は、旧式の機器との接続

で発生する問題を回避で
きる機会でもあります。 

今日、既存タンク貯蔵施設のほとん
どが長期に及び稼働しています。及
んでいます。このことは、それらに搭
載のタンクゲージシステムにも当て
はまり、信頼性が徐々に低下してい
ることも珍しくありません。安全性と
環境保護への懸念の高まりに伴い、
このことは設備にとって受け入れが
たいリスクとなっています。 

タンク計測機器のこれまでの
サプライヤーのほとんどでは、制御
室とタンク取り付け測定機器の間の
通信で使用できるバスの選択肢は
1つだけでした。このデジタルインタ
ーフェースとプロトコルソフトウェア
は、多少の差こそあれ、それぞれの
メーカーに固有のもので別メーカ
ーのレベル計や温度計などはこの

Rosemount 5900 の使用で、システムを短時間で性能向上することが可能になります。

バスには接続できないことを意味し
ていました。ユーザーがシステム拡
張、部分的な性能向上あるいは多く
の台数のタンク測定ユニットの交換
を希望する際には、以前と同じサプ
ライヤーから購入することが実質的
に唯一の選択肢となっていました。
別のサプライヤーの機器を導入す
る場合には、別のフィールドバスの
ための配線を行い、制御室ではもう
一つのオペレーター用ディスプレイ
を設置し、さらに既存のDCSシステ
ムなどへのインターフェースを別途
準備することが必要でした。

今日の稼働中の多くの旧来型
タンクゲージは、フロート型または
サーボ型ゲージのいずれかの機械
式レベルゲージからなっています。
それらを最新のレーダー式のゲー

ジに交換することな
く、ユーザーがこうし
た旧来システムの非
常に高い維持費、不十
分な性能、信頼性の低
い測定に甘んじてい
ることも決して珍しく
ありません。その理由
は、多くの場合システ
ム全体の交換のコス
トが高すぎ、さらに、部
分的な交換ではバス
通信で互換性の問題
が起きてしまうという
ことです。

製油所や大型タンクターミナル
のすべての貯蔵タンクのタンクゲー
ジシステム全体を更新することは、非
常に重大かつ大規模なプロジェクト
になります。特に既存システムの一部
を近年、性能向上を行った場合には
当然問題になりますが、すべての更
新に要する予算を獲得することは更
に大変です。

タンクゲージシステムの全体を
更新することをユーザーが躊躇する
別の理由は、変更には一定の時間を
要することです。この間に、多くのタン
クゲージの稼働を休止し、新システ
ムのバスの性能検証と始動を待つこ
とが必要になる可能性があります。こ
の状況では、操業部門では、長期に
わたり手動によるタンクレベル計測
を行うという特別の配慮を強いられ
るうえ、もちろん十分な注意を払わな
ければ、安全上の問題を引き起こす
ことにつながります。

多くの事例で、設備の性能向上
にあわせ、タンクゲージシステムのデ
ータ処理も、他の高レベルのコンピュ
ーターシステムに移行されます。これ
には、会計システム、在庫管理/損失
制御システム、DCSシステムなどが含
まれます。新しいタンクゲージシステ
ムへの交換は、旧来の計測システム
と高レベルコンピューター間のデー
タ伝送 プロトコルを新計測システム
でも確立しなければならないことを
意味します。既存の高レベルコンピュ
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Modbus フィールドバス

Foundation フィール

ーターシステムが少し古くなってい
る場合は、2つのシステムを接続す
る際に高額の費用が必要になる可
能性があります。旧式の分散制御シ
ステム（DCS）または管理コンピュ
ーターシステムのプロトコルを修
正する際、多くの場合、結果的に非
常に高額の費用がかかってしまい
ます。タンクゲージのマスターシス
テムを残したままで、稼働中の高レ
ベルコンピューターシステムへの
既存接続を利用し、高レベルのコ
ンピューターでハードウェアやソフ
トウェアの大幅な変更が行われる
タイミングに合わせて、設備の更新
を行った方が経済的かもしれませ
ん。新コンピューターシステムの導
入の過程で、サプライヤーにタンク
ゲージシステムに最新のインター
フェース/プロトコルを求めるなら
ば、むしろ作業ははるかに簡単であ
り、費用面でも、旧式のコンピュー
ターシステムで特別なプログラミン
グを要する場合の数分の1に抑え
ることができます 

ユーザーが旧来のレベルゲ
ージシステムを引き続き使用し、合
理性に劣り、維持費が高いことにも

甘んじる理由は多くありますが、こう
した要素は、それらの理由のうちの
ほんのわずかでしかありません。旧
来型機械システムの一部では、代わ
りとなる選択肢がない事情から、予
備部品の入手が非常に難しいことも
あります。また、地元のサプライヤー
が提示する点検保守費用が、法外な
価格になることもありえます。

「ゲージエミュレーション」の移行道筋

今日では、これらのあらゆる問
題を容易に解決できるタンクゲージ
システムが登場したことで、もはやこ
うしたメンテナンス条件の困難さを
甘んじて受け入れる必要はありませ
ん。「タンクゲージエミュレーション」
の利用によって、これらのシステム
を、容易にコスト効率に優れた形で
性能向上を図ることが可能です。エ
ミュレーションの使用は、タンクに設
置された既存のタンクゲージを全く
異なる別の種類のゲージに更新で
きることを意味します。この更新を行
った後、既存のタンクゲージシステ
ムでは、エミュレーションを行う新し
いレベルゲージと旧来のレベル 

追加費用なしで標準レーダーレベルゲージのフィールドバスに変更。

ゲージとの間で差は
一切見られません。
こうした更新を行う
場合には、多くの点
を考慮することが必
要となります。
1. エミュレーショ
ンを行うレベルゲー
ジは、既存のシステ
ムのフィールドバス
と電気的な互換性
が必要です。エミュ
レートするゲージが
正常に稼働できたと
しても、不十分な互
換性が、旧システム
で誤動作を引き起こ

す恐れもあります。
2. エミュレーションを行うレベル

ゲージは、既存のシステムとソ
フトウェア互換性を持つことが
必要です。タンクゲージマスタ
ーから送信されるソフトウェア
のコマンドが、エミュレーショ
ンを行うシステム側では、全く
意味をなさないものである可
能性があります。例として、サー
ボゲージをエミュレートするレ
ーダーゲージが、「ディスプレー
サーを最上部まで上げる」とい
うコマンドを受け取ったとしま
す。これは、ディスプレーサーの
ないレーダーゲージには明ら
かに不適切です。しかし、タンク
ゲージマスター装置にゲージ
が適切に応答することが求めら
れ、応答がない場合には、アラ
ームメッセージが発生すること
もあります。

3. ソフトウェアの互換性レベル
は、多くの場合、エミュレーショ
ンのアプリケーションごとに異
なります。一般的な例では、エミ
ュレーションのサポート対象は
測定データだけだということで
す。これは、レベル、温度、圧力

アラームなどの測
定データが、すべて
エミュレートするゲ
ージから、タンクゲ
ージシステムのマス
ター装置に送られる
ということを意味し
ます。タンクゲージ
システムのマスター
装置のソフトウェア
からは、エミュレー
トするレベルゲージ
の初期設定を行な
うことができないた
め、他のなんらかの
ユニット（例えば、 

ノートPCやハンドヘルドターミ
ナルなど）を用意する必要があ
ります。

4. タンクゲージシステムのマスター
装置がレベルゲージから受け取
る測定データすべてがサポート
されていることが必要です。例え
ば、既存のシステムが圧力、密度、
流量あるいは他のデータを計測
する場合、エミュレートするレベ
ルゲージで測定する場合も、同じ
測定データを得られることが必要
です。

どのタイプのタンクゲージでエミュレー
トができますか？

多くの旧来型フロートおよびサ
ーボゲージの様々なタイプのものが
今日もなお使用されています。こうし
た機器には、さまざまに異なるサプラ
イヤーがあり、フィールドバス通信で
はそれぞれ異なるソリューションが採
用されています。これらのサプライヤ
ーのレベルゲージは、一般には、この
数年にわたって同一のフィールドバ
スハードウェアが使用されているた
め、エミュレーションに適しています。
また、ソフトウェアのプロトコルもほと
んど変わっていません。 

現在の市場のサプライヤーの 
うち、他の種類のタンクゲージをエミュ 
レートできるのはごく一部です。そ
の数少ない例の一つが、エミュレー
ションに焦点をあてた、Rosemount 
5900、最新式レーダーベースのレ
ベルゲージを提供するエマソンで
す。5900 ゲージは、実際、さまざまに
異なる種類のタンク向けに設計され
た、一連のレベルゲージタイプから構
成されています。

また、エマソンには、他のすべ
てのタンクゲージの他のサプライヤ
ー同様、自社専用のフィールドバスが
ありますが、それらは、モジュール設
計により、他の数多くの種類のレベル
ゲージとのエミュレーションが可能
になっています。特に、当社製品は、
すべての旧来型の主要機械式レベル
ゲージのエミュレーションに対応し
ています。

ここで非常に重要なのは、モジ
ュール設計のフィールドバスの選択
では、上記のとおり、レベルゲージ
の種類のエミュレーションに限定さ
れないという点です。エミュレーショ
ンモジュールを選択する代わりに、
他のFoundationフィールドバスや
Modbusなどといった、共通の標準
化されたフィールドバスの別の種類
をユーザーが選ぶこともできます。
これによって、将来的にフィールド
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このシステムは、標準化フィールドバスへの移行の際の将来の要件も満たせるように設計さ
れています。



既存システムのレベルゲージをエミュレートする構成。

バスの選択をユーザーが変更す
ることも可能になっています。例え
ば、Foundation フィールドバスを
後日に使用する方針決定が行われ
た場合、レベルゲージシステムは、
非常に低コストで再編成することが
できます。実例に基づいた状況は、
次のようなものになります:
1. ある製油所で、限られた数のレ

ベルゲージでの部分的な性能
向上が必要になっています。こ
の会社では、エミュレーション
機能を備えた最新式レーダー
ベースのレベルゲージを選択
します。この新システムは、既存
の旧来型タンクゲージシステム
にも対応しています。

2. 一定期間が経過した後で、製油
所は、それまで旧来のレベルゲ
ージに費やしていた過度のメ
ンテナンスを中止します。旧来
機器のメンテナンスに予算を
割く代わりに、エミュレーション
対応 の新しい レーダーゲージ
数台を購入する予算に回しま
す。ただし、この設備では、依然
旧来のタンクゲージのマスター
システムを使用しています。予
算が利用できるようになった時
点で、この会社はレーダーベー
スシステムへの完全移行を決
定します。この時点で、この会社
は、追加費用なしで標準レーダ
ーレベルゲージによるフィール
ドバスへの切り替えが可能に
なります。その理由は、旧システ
ムとのエミュレーションに使用
したゲージが、標準レーダーレ
ベルゲージのフィールドバスも
あわせて備えているためです。
フィールドバスはいつでもアク
ティベートして使用できます。
標準バスでは、構成サービスな
どのための機能もすべて利用
可能です。

3. 数年後、さらに石油タンクファ
ームエリアでも Foundation 
フィールドバスを使用する大規
模な決定が行われます。この場
合に、システムはFoundation 
フィールドバス通信に、全体の
レベルゲージ装置を交換する
必要なく、変換することができ
ます。その後、この製油所では、
容易に、迅速かつ低コストで、
既存のタンクゲージシステムの 
Foundation フィールドバス通
信への変換を完了することがで
きました。
上で示した例は、製油所また

はタンクターミナルで起こりうる非
常に典型的な状況です。企業会社

の意思決定では、さまざまな可能性
を含めることが可能になります。ま
た、同様に設備の拡張も視野に入れ
ることができます。さらに、こうした例
では、決定を撤回できることもユーザ
ーにとって重要となります。もしなん
らかの理由で旧来型のタンクゲージ
フィールドバスに戻すことになった
場合でも、コストを一切かけずにシス
テムを元に戻すことができます。

エミュレーションの例

上の写真は、実際に行われるエ
ミュレーションの例です（この場合で
は、測定データのワイヤレス送信を
組み合わせて使用）。エミュレートす
るレベルゲージを旧来型のサーボ式
のレベルゲージシステムに接続する
場合、既存のPCベースのタンクゲー
ジソフトウェアでは、エミュレートする
ゲージをサーボゲージとして認識し

ます。典型的には、レベル、製品温度、
アラームおよび状態（レベルゲージ
のパフォーマンス）といったタンクデ
ータが送信されると、タンクハブを経
由してから既存の旧システムに入力
されます。データが画面に正常に表
示され、オペレーターにとっては、ゲ
ージの種類が変わったことによる変
化はありません。このアプリケーショ
ンでは、特にワイヤレス通信が代替
的通信経路として遠隔地のタンクで
使用されています。

結論

今日では、タンク測定システム
のユーザーに、バスの非互換性の問
題を回避しつつ、それぞれ、サプライ
ヤーの異なる種類のレベルゲージを
混ぜ合わせて使用する選択肢が提供
されています。古い既存の機械式レ
ベルゲージでの高い維持費と不十分
な性能を、バスの非互換性の問題の
ためだけに、これ以上甘受する理由
はもはやなくなってきています。疲弊
した機械式機器に多くの維持費予算
を割くよりも、エミュレーションに対
応するレーダーレベルゲージの購入
に費やすほうが、ほとんどの場合、は
るかに経済的です。

プロジェクトの実装段階では、
エミュレーションに基づき、既存タン
クゲージシステムの漸次の更新を
進めることで、操業上の支障も、きわ
めて小さく抑えることが可能です。完
全な機器の更新が達成されたあと
は、ユーザーにとって最も低コストの
フィールドバスの種類を選ぶことが
できます。 

 
ハンス・ウェステルリンド  
(Hans Westerlind)
マネージャー、マーケティング担当
エマソン・プロセス・マネージメント 
Rosemount タンクゲージ
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